
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
こころをケアする 

ふれあうと温かくなるね 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ
 題 材 の ね ら い 被災による悲しい気持ちや怖い気持ちを、身近な人とのふれあいで自分

の心を温かくする方法を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導入 津波の被害を受け

た町を見ている子ど

もの気持ちを発表す

る。 
どうして手をつな

いでいるのか、発表す

る。 

・被災した子どもの気持ちを想像させる。 
 
 
 
・身近な人とのふれあいが人の心を温かくし、安心感を与え

ることについて気づかせる。 
 

展開 ペア・リラクゼーシ

ョンを実際に体験す

る。 
 
 
 
 

体験した感想を発

表する。 

・ペアについては、組み方をあらかじめ考えておく。 
・開始前に落ち着いた雰囲気づくりを心掛ける。 
また、ペアがリラックスした雰囲気のなか会話を交わしな

がら行えるよう声掛けを行う。 
・ペアを代えて行う。 
 
・ふれあいによって気持ちが柔らかくなり、リラックスした

状態になることに気づかせる。 

まとめ 「明日も遊ぼうね」

を黙読し、「いずみさ

ん」や写真の子どもに

とって、大切なものは

何かを、発表する。 

・被災者にとって、他者とのつながりや心のふれあいが何よ

りも心の支えとなることに気づかせる。また、このことは

被災時に限らず、普段の生活のなかでも同様であることを

伝える。 

Ａ ペア・リラクゼーションの具体的実践例の一部を紹介している。実践にあたっては、ま

ず落ち着いた雰囲気づくりに留意する。「EARTH ハンドブック」（兵庫県教育委員会

HP 内・教育企画課のページ）にもペア・リラクゼーションを紹介している。 

Ｂ

Ａ

学級活動 4～6 年 学級活動4～6 年

教科等との関連  

展 開 例 

 学級活動 (1)-ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

 

 

震災により転校を余儀なくされた児童の作文をもとに「明日に生きる」作成委員が作成

したもの。友人とのつながりや心のふれあいが、被災した児童の心のケアにつながるこ

とを念頭に置いて指導する。 


